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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】適正な装着位置（アイポイント）と好適な装着
感を得られるメガネの位置調整を使用者自らが容易に行
えるメガネフレームを提供する。
【解決手段】テンプルを上下方向に曲折させ、所定の曲
折形態を保持する関節手段をテンプルに設けたメガネフ
レームである。適正位置が狂ってくるアイポイントを専
門的な技術を持った者でなくても使用者本人が随時、容
易かつ的確に修正することができ、しかも装着感、フィ
ッティングには悪影響を及ぼさないので、使用者は装着
感、フィッティングを良好に維持しながらメガネを適正
に使用することができる状態を確保できる。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　テンプルを上下方向に曲折させ、任意の所定の曲折形態を保持する関節手段をテンプル
に設けたメガネフレーム。
【請求項２】
　関節手段を左右のテンプルに各一箇所設けた請求項１のメガネフレーム。
【請求項３】
　関節手段を左右のテンプルに各複数箇所設けた請求項１のメガネフレーム。
【請求項４】
　関節手段にクリック手段を設けた請求項１のメガネフレーム。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はメガネフレームに関し、より詳しくはメガネフレームのテンプルの改良された
メガネフレームに関する。
【背景技術】
【０００２】
　メガネは人にとって体の一部と言われるほど身近なものであり、メガネの構成主体であ
るフレームは機能的、視覚的などの観点から見て無限と言えるほどの多種類のフレームが
提供されてきている。
　その多種多様さは例示することが困難であり、またその意味がないほどの数に上るもの
である。
【０００３】
　それほど多くのメガネフレームが提供されてきているにも拘わらずなおメガネフレーム
の改良の余地がある。それはメガネは人体（顔）に直接接触させてそこに装着するもので
あり、かつ特に視覚という人間の基本的な感覚に直接作用し、影響を及ぼすものであるか
ら非常にセンシティブでかつ微妙な要素を必要とすることが大きな原因であると考えられ
る。
【０００４】
　メガネは基本的に（２枚の）レンズとそのレンズを支承、保持して目の前側に位置させ
るように装着するためのフレームとより構成される。
　フレームは詳細にはさらに一般的にリム、ブリッジ、智、蝶番、テンプル（モダンを含
む）、パッドとより基本的に構成される。この構成はほとんどのメガネフレームにおいて
普遍的な構成である。なお、本明細書においては、テンプルとはメガネフレームにおいて
智、リム（ブロウバー、ナイロール、ハーフリム、ツーポイント、アンダーリムなどあら
ゆるリム）あるいはレンズに直接取り付けられた蝶番に先端が連結された部材であり耳に
かかる後端までをいう。セルは別部材である。
【０００５】
　フレームはレンズを目の視線に対する最適位置（アイポイントと称する。）に正確に位
置させる機能を奏することが第一の役目であり、できるだけ多くの時間、可能であれば常
時変わることなくレンズを正しい位置に保持させることが望まれる。
　同時に上記のように人体に直接装着するものであるので装着惑、フィッティングの良好
さが強く求められる。
　メガネフレームはこれらを同時に充足することが求められる。
【０００６】
　装飾を目的としたり一時的な着用を目的としたメガネは除いて、通常の視力を矯正する
などの機能を持たせるメガネは的確な技能を持った技術者によってレンズを取り付けたフ
レームにより使用者の顔面においてレンズがアイポイントを捉えた適正な位置にあってメ
ガネが要求される必要な機能を果たすことができるように顔面に的確な位置で良好な装着
感をもって装着されるように調整される。
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【０００７】
　しかしそのように適正に調整された最初の時点では的確に位置取りができるように一旦
は調整されたメガネであってもメガネを装着した人、あるいはその人の顔は不断に動いて
いるためにメガネ即ちレンズの位置はすぐに適正な位置からずれてしまう。最も多くはレ
ンズ部分が顔面の下方にずり落ちるものである。
　このような位置ずれは単焦点レンズのメガネにおいても好ましくないことであるが、遠
近両用の多焦点レンズのメガネにおいてはより好ましくないものである。
【０００８】
　　従って、実際の使用においてはメガネの使用者は顔面におけるメガネの位置調整を頻
繁に行わなければならない。
　しかしその位置調整は専門家による本格的な位置調整ではなく素人である使用者が使用
中に間に合わせに行うようなものであるので十分な正確な調整とはいかず、使用者は多く
の時間アイポイントのずれた不適切な位置状態でメガネを使用しているものである。
【０００９】
　不適切な位置状態での使用は十分な視覚が得られないのみならず、特に遠近両用などの
多焦点レンズのメガネ使用者にとっては事故に繋がるような危険な事態を招きかねないも
のである。
　顔面に対して位置不動のメガネを装着することは不可能ではないがそのようなメガネは
使用者にとっては大きな苦痛と不便さを伴うことが予測され、実際的ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０００－１４７４３７号公報
【特許文献２】特開２００９－１１６０２６号公報
【特許文献３】特開２００５－１１４９７４号公報
【特許文献４】実用新案登録第３０４２５６７号公報
【００１１】
　従来のメガネフレームにおいてはこのような使用中における適正位置の調整と選択を直
接、簡単に的確、容易に行えるような構成をとるものはなかった。
　上記特許文献１乃至４にはメガネフレームにおいてテンプルに対してのレンズの仰角、
俯角を予め調節する装置が開示されているがレンズのメガネフレーム全体における角度調
整に止まっており、使用中に使用者によって随時簡単容易に位置調整が行えさらには調整
後のメガネフレームのズレ落ちなどを少なくさせるようにはなっていない。
【００１２】
　即ち従来のメガネフレームにおいてはどのようなメガネフレームも上記のような位置調
整を行っても単にレンズの角度調整の程度を出るものではなく、メガネフレーム全体の位
置調整を行う根本的な調整はできないものであるので位置のずれはすぐに繰り返すことに
なり位置調整を頻繁に繰り返さざるを得ないことは解消されないし、アイポイントに容易
にかつ的確に合わせるまでには及んでいない。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１３】
　本考案はこのような背景に鑑み、メガネに関するスキルを持っていない一般のメガネの
使用者であっても、メガネの使用中にメガネのレンズと目の位置関係、いわゆるアイポイ
ントの調整を随時、使用者自身が容易、的確に行えるメガネフレームを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本考案はテンプルを上下方向に曲折させ、任意の所定の曲折形態（角度）を保持する関
節手段をテンプルに設けたメガネフレームを提供する。
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　関節手段は少なくとも一箇所設ける。
　関節手段の箇所の数、関節手段を設ける箇所については特に制限はない。モダンが非常
に長い即ち蝶番寄りに長く延在しているテンプルにおいてはモダン内の箇所に設ける場合
もありえるが、そのような場合には長いモダンの機能との相関関係により適宜選択する問
題である。
【００１５】
　関節手段は複数箇所に設けてもよく、その場合には一箇所の関節手段をモダンに近接し
た箇所に設けるとより好適な調整が可能になる。
　関節手段の数、関節手段を設ける場所は左右のテンプルにおいて同じ数、同じ箇所（対
照的な箇所）であることが好ましく一般的であると言える。しかし関節手段の多寡に拘わ
らず左右のテンプルにおいて違えてもよいことは勿論である。ただし関節手段の数および
場所を違える場合には使用者の特性に合わせて変えることになり、オーダーメイド的にな
るので一般的ではないけれどもそのような場合であっても本考案の範疇内のものであるこ
とに変わりはない。
【００１６】
　関節手段は常套のどのような手段であってもよい。
　しかしいずれの手段であってもテンプルを曲折させた場合にその曲折させた状態が保持
されるような程度に固定的にかつ回転可能につなぎあわされていることが必要である。そ
のための手段はたとえばカシメなど常套のどのような手段であってもよい。
　関節手段はたとえば関節手段は簡単には関節手段を設ける箇所においてテンプルを分断
した形としてその先端同士を一部分重ね合わせて重ね合わさったところを鋲などによりカ
シメ止めしてもよい。その場合重ね合わさる部分の厚みを薄くしてその部分を重ね合わせ
る形とすることが好ましい。
【００１７】
　また、関節手段はテンプルを分断しその分断部分の両先端を一定間隔あけて対向させて
別部材のブリッジ片にそれぞれ枢着したものとすることができる。
　その場合のブリッジ片は単葉の板状体でもよいし、一枚の板状体を断面がコの字型に折
り曲げたもので両側から挟みつけた形としてそれぞれの先端部分を枢着してもよい。
　テンプルの対向する分断箇所をあける間隔は広いほどテンプルは大きな角度に曲折させ
ることができる。
【００１８】
　また両分断対向箇所の上下コーナー部を切り欠くことによりテンプルの曲折角度を大き
くすることができる。先端を円弧状に形成することも１手段である。
　ブリッジ片を断面コの字型のものでとめる場合には開放状態の下辺もしくは上辺は底に
相当する部分を内側に一定長さ切り欠いておくとテンプルの曲折範囲が大きくなる。
　関節手段にブリッジ片を用いることは一例であり、同等の常套手段を用いることができ
る。
　関節手段にはクリック手段を設けることが好ましい。クリック手段は多くの態様がある
が利用できるものであればどのようなものでもよい。
【００１９】
　カシメ止めなどによる場合にはテンプルの曲折角度は無段階的に曲折させることができ
るが関節手段にクリック手段を設けた場合にはテンプルの曲折は段階的に行える。
　どちらの場合であっても特定する必要はない。
　本考案によるメガネフレームのテンプルは上下方向に一平面内だけで曲折するものであ
る。
　本考案のテンプルは顔に対して上下方向だけではなく左右前後方向に即ち三次元的に容
易に曲折、変形させるものではない。
【００２０】
　テンプルの曲折の程度、曲折の箇所などは使用時において使用者がそのとき自分に最も
あった状態を得るように使用者が自由に選択し実行すればよい。
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　本考案のメガネフレームであってもテンプルをまったく曲折させずに一般のメガネと同
じように使用してよいし、曲折させる関節手段も左右のテンプルにおいて必ずしも同じ箇
所を同じ程度に曲折させる必要はない。
　たとえばテンプルに一箇所ずつ関節手段を設けたメガネフレームであっても左右どちら
かの関節手段のみを曲折させることがあってもよいし左右の関節手段の曲折の程度を違え
て曲折させてもよいものである。
【００２１】
　テンプルを曲折させることによってメガネの奥行き、即ちレンズ（あるいはパッド）と
モダンの距離が短くなり過ぎてメガネの装着が好適に行えなくなる場合もありえる。その
場合の問題の解消のためには従来公知のテンプルの長さ調節手段を併設させてもよい。
　本考案のメガネフレームは視力の矯正のためのメガネ特に遠近両用メガネなどの多焦点
レンズのためのメガネフレームに用いることが最も好適な効果をあげることができるもの
であるが、視力の矯正のため以外の装飾的目的のたとえばサングラスなどにも好適に適用
されるものである。サングラスにおいては色の濃淡を変化させるレンズのサングラスなど
には最も効果的に適用できる。
【考案の効果】
【００２２】
　本考案のメガネフレームによれば、使用中の位置ずれ、これはメガネの継続した使用に
よってメガネフレームに緩みが生じているような場合には特に頻繁に起こる、などにより
適正位置が狂ってくるアイポイントを専門的な技術を持った者でなくても使用者本人が随
時、容易かつ的確に修正することができ、しかも装着感、フィッティングには悪影響を及
ぼさないので、使用者は装着感、フィッティングを良好に維持しながらメガネを適正に使
用することができる状態を確保できる。
【００２３】
　しかも本考案のメガネフレームでは関節手段により位置調整を行った後、直ぐに再びメ
ガネフレームの位置ずれが起こることがなく長く安定的に位置が保持できるのでこれまで
のメガネフレームのように頻繁に位置調整を行う必要がなくなる。
　また、本考案のメガネフレームは遠近両用などのいわゆる多焦点レンズのためのメガネ
フレームや色の濃淡を変化させるレンズのサングラスなどにおいて特に勝れた効果を奏す
るものである。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】　本考案のメガネフレームの斜視図である。
【図２】　本考案のメガネフレームの関節手段をを示す説明的斜視図である。
【図３】　本考案のメガネフレームの使用状態を示す図である。
【考案を実施するための形態】
【実施例１】
【００２５】
　図１は本考案のメガネフレームの斜視図である。
　図示のメガネフレームは関節手段を左右の各テンプルに２ヶ所設けたものである。
　図において１はメガネフレーム、２はテンプル、３は関節手段、４はレンズ、５は智、
６は蝶番、８はノーズパッドである。
　この実施例においては片方のテンプル２の２ヶ所に関節手段３が設けてある。両側のテ
ンプル２には同じ箇所に関節手段３が設けてあり、２本のテンプルは対照的な形状に形成
してある。
【００２６】
　この実施例においてはテンプル２は関節手段３のところで上下方向に広範囲に曲折させ
ることができるように、下記のように関節手段３が設けてある。
　この実施例の関節手段３は図２に詳細に示す。
　分断したテンプル２の両先端は凸状円弧形に形成してあり、両先端をわずかに間隔をお
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　ブリッジ片１１は薄板を薄く二層状に断面コの字形に折り曲げたものである。
　ブリッジ片１１の両辺１３および下辺１４は開放されている。
【００２７】
　上辺１５は中央部分のみ繋がっていて両端部分は切り欠いて開放状態にしてある。
　枢着されているテンプル２はブリッジ片１１によって堅固にしかし回転可能に連結され
ており、さらにこの上辺の開放部分と下辺の開放によって上下方向にのみ大きな範囲（角
度）で回転可能になり、テンプル全体での大きな曲折が可能となっている。
　ブリッジ片はたとえば金属製であってもプラスチック製であってもよいが、大きな荷重
がかかることになるのでそれに耐えるだけの相当程度の強度を持つ素材であることが必要
である。
【００２８】
　図３は実施例１のメガネフレームを使用中にメガネのレンズ側が下方にずれ落ちた時に
テンプルに設けた関節手段３のうち前側（レンズに近い方）の関節手段３を利用してその
関節手段３から前のテンプルを上方に曲折させて持ち上げレンズを上方に位置調整した使
用状態を説明的に示すものである。両側のテンプルは同じ状態に曲折した。位置調整の前
のズレ落ちた状態でのテンプルを破線で示してある。
　このように位置調整した後はメガネフレームが直ぐに下方にズレ落ちることが少なくな
り位置調整の必要が少なくなって使用者の不便が解消された。
【符号の説明】
【００２９】
１　　メガネフレーム
２　　テンプル
３　　関節手段
４　　レンズ
５　　智
６　　蝶番
８　　ノーズパッド
１１　ブリッジ片
１２　枢軸
１３　ブリッジ片側辺
１４　ブリッジ片下辺
１５　ブリッジ片上辺
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